
    


鎌倉武士とあぶみ


　鬼気迫る表情と相手を射抜くような視線。この浮世絵は、石橋山の戦いで俣野景久を討とうとする「真田与一」を描いています。与一は、鎌倉幕府が樹立される直前の時代を駆け抜けた平塚の武士です。

　武士といえば馬。3月17日（土）から博物館で開催される春期特別展「平塚と相模の城館」では、鎌倉時代に使われていた馬具のあぶみ（表紙写真）を初公開します。鎌倉時代を感じさせる貴重な地域史料をどうぞ、ご覧ください。




詳しくは次ページへ






[image: 中世平塚の”もののふ”]

　武士主導の政治が行われた鎌倉時代。当時、平塚を含めた東国は一大開拓地でした。広大な原野に恵まれ、馬を放牧するのに適していたため、牧（まき）の管理者から武士になった者も少なくありません。

　今回は、平塚の武士の中でも岡崎義実（おかざきよしざね）・真田与一（さなだよいち）親子と土屋宗遠（つちやむねとお）らの足跡をたどります。お城が好きな市博物館の通称"城ラー"栗山雄揮学芸員による城解説も併せて紹介します。

問：博物館　電話：0463-33-5111


[image: あぶみ紹介]




鎌倉時代のあぶみ



頼朝落馬の馬入川で発見


　「弓馬の士」とも呼ばれる武士。馬と武士には深いつながりがあります。"あぶみ"とは、馬に乗るときに足を載せる部分で、乗馬には欠かせない道具の一つです。あぶみを付けると馬上でのバランスが取りやすくなるので、馬に乗ったまま戦うことができました。


　今回公開されるあぶみは踏み込む部分が長い「舌長（したなが）あぶみ」という種類です。踏み込みが深く、安定性や動きやすさを重視して作られています。これは平安時代から見られる形で、武家を中心に使われていました。同じような形のあぶみが東京国立博物館と東京都青梅市の御嶽（みたけ）神社にもあり、どちらも鎌倉時代のものといわれています。


　あぶみは昭和15年ごろに相模川に架かる馬入鉄橋の下流（次図）、周辺一帯が馬入川と呼ばれる場所で発見されました。平成16年に博物館に寄贈され、調査を進めていました。


　相模国の中央に位置する相模川は、古くから鎌倉と西国とをつなぐ交通の要衝（ようしょう）でした。鎌倉時代の歴史書「吾妻鏡（あづまかがみ）」にも、文治4年（1188年）1月20日に三浦義澄が相模川に浮橋を架けたという記録が残っています。


　広範囲に分流する相模川は、年代によって形が変わっています。鎌倉時代の正確な川の形は特定できていませんが、あぶみを見て、人や馬が行き交った昔の相模川を想像するのも情趣がありますね。







実用品が残るまれな事例

　鎌倉時代の鉄製の舌長あぶみは、発見例が極めて少ないものです。あぶみは実用的な道具で消耗がとても激しかった上、消耗した場合は鉄材として再利用されたためです。

　あぶみを鞍（くら）につるための「鉸具頭（かこがしら）」は引きちぎられたように欠けており、これは実際に使われるうちに破損したと考えられます。現存する舌長あぶみの主な例は、神社に奉納されたものや武家に宝物として伝わっているものがほとんどです。今回のように、実際に使用されたものが発見されるのは大変珍しい事例です。
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平塚の三大武士団



平塚は相模国の中心

　このあぶみが使われていた鎌倉時代は、平塚でも武士が館（やかた）を構えていました。


　鎌倉幕府を樹立して武士による統治を打ち立てた源頼朝。彼に協力したのは、主に東国の武士でした。


　平塚では岡崎義実、真田与一（岡崎義忠）、土屋宗遠らが頼朝の挙兵時から参戦しており、吾妻鏡の治承4年（1180年）の8月20日の記述などに、彼らの名前を見ることができます。


　現在の神奈川県域で、武士団の中心的な役割を果たしたのは三浦一族、中村一族、鎌倉党です。この中で、最も大規模な武士団は三浦一族です。三浦半島を拠点に、東は房総半島、西は相模国の中央部までと、明治20年の相模川下流の流路近世東海道東海道線須賀村現平塚市現茅ヶ崎市馬入村あぶみが出土したと考えられる場所広範囲に勢力を広げていました。三浦一族には平塚の岡崎義実・真田与一親子らがいます。


　中村一族は大磯丘陵付近から湯河原町まで、相模国の西半分に勢力を広げていました。本拠地があったのは、小田原市小竹の中村館といわれています。平塚の土屋宗遠は中村一族の中村宗平の三男です鎌倉党には豊田に館を構えていたと考えられる豊田景俊や、後に頼朝の重鎮となった梶原景時らがいます。県の中央部一帯に勢力を広げていましたが、頼朝の挙兵後は源平双方に分かれて戦いました。


　平塚と関わりの深い三浦一族と中村一族。岡崎義実が中村宗平の娘と結婚し、また義実の子どもを土屋宗遠の養子にしたことにより、三浦氏と中村氏の間には強い結び付きができました。平塚市は、地理的に相模国の中心に位置します。相模国という大きな的に狙いを定めて、中心にある平塚を射った三浦・中村一族。彼らは相模国全体に大きな影響を与えました。



[image: 現在の地図上で見た3大武士団の位置関係図]


[image: 相模の3大武士団略系図]



幕府創設に重要な役割


　「相模の武士は非常に実直で、真正直な印象がありますね」と話す、市博物館の栗山学芸員。「政治工作など、いわば、お互いがだまし合いをするという世界は苦手だったのではないでしょうか」と分析します。事実、鎌倉幕府に貢献した岡崎氏や土屋氏ですが、最終的には政治の才と手腕にたけた北条家に牛耳られてしまいます。


　栗山学芸員は「平塚の武士らは表舞台に派手に登場するわけではないので、ちょっとマイナーなイメージがあるかもしれませんね。歴史で注目されるのは、もっぱら学校の教科書で詳しく習う人物ですから」と話します。


「しかし、教科書の登場人物が全てではありません。平塚武士の活躍は、鎌倉幕府の創設に重要な役割を果たしていたんですよ」。
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[image: 岡崎義実]

1112年～1200年



「清盛」の側近にも関係!?


　ＮＨＫで現在放送中の大河ドラマ「清盛」。その中で、清盛の側近として仕え、清盛の死をみとったといわれる平盛国（もりくに）が登場します。序盤では、鱸丸（すずきまる）という名前で俳優の上川隆也さんが演じていました。


　壇ノ浦の戦いで滅亡する平氏。平家の棟梁（とうりょう）・平宗盛とともに鎌倉に送られた盛国を預かったのが、岡崎義実でした。盛国は日夜一言も発せず法華経に向かい、断食を続けた後に74歳で死んだ、と吾妻鏡の文治2年（1186年）7月25日にあります。


　大河ドラマ「清盛」でも準主役級の位置付けにあり、大きな存在感を放つ盛国。義実とのつながりに思いを馳（は）せながら大河ドラマを見るのも、楽しいかもしれませんね。




悪四郎と呼ばれた男


　「悪四郎」の異名を取る義実。悪とは「勇ましくて強い」という意味で、名前からも義実の武士としての勇猛な気性がうかがえます。

　義実は一人、三浦一族の拠点から離れた平塚の岡崎に館を構え、周辺の開拓を任されました。のちに中村一族の中村宗平の娘と結婚し、岡崎から程近い土屋宗遠とは義兄弟の間柄になります。


　義実は、頼朝の挙兵時にはすでに60歳を超えた老武者でした。親子で参戦した石橋山の戦いでは、大切な嫡男の真田与一を失ってしまいます（詳細は次ページの真田与一の項目で）。


　慈悲深く人情に厚い、義実の性格がうかがえる逸話があります。与一を討った長尾定景を、頼朝から委ねられた義実。憎き敵であるものの、生来の慈悲深さから殺すことはできず、義実はただ囚人として預かっていました。毎日法華経を読み続ける定景。その姿を見て、とうとう定景のことを許します。吾妻鏡の治承5年（1181年）7月5日には、定景を許してやりたいと、義実が頼朝に申し出たという記述があります。


　岡崎の無量寺近くには義実の墓と伝えられる場所（次地図）が残っており、今でも地元の人たちに大切に守られています。


[image: 岡崎城の図]

▲ 岡崎公民館のロビーに飾られている岡崎城の図




[image: 岡崎義実の像]

▲岡崎公民館前にある義実の像



お城が好きな"城ラー"栗山学芸員の岡崎城解説[image: ]



　岡崎城は、現在の平塚市と伊勢原市にまたがる、広い領域にあったと考えられます。相模川の最下流にある沖積低地を見下ろせるため、相模国全体に影響を与えられる重要な場所でした。


　平安時代末期に義実が館を建て住んだのが、岡崎城の始まりと考えられています。城主の変遷は史料がないためはっきり分かっていません。岡崎城は、小田原北条氏が台頭する戦国時代には、城の役目を終えていたと考えられます。


　しかし岡崎城は相模国を代表する城の一つとして、近世の国絵図にも「古城」として記されることの多い名城でした。範囲は、現在の岡崎小学校や岡崎神社まで広がっています。本によってはこの辺りは城を守るための防衛線だと書いてありますが、城としては一体のものだと考えてよいでしょう。


　無量寺の西南近辺の御所ヶ谷では、義実の時代のものと思われる区画の溝があり、館跡と思われる遺構が見つかっています。岡崎小学校周辺の発掘では、義実の時代の高級な陶磁器類が出土しています。こうした高級品は、岡崎氏が支配層の武士だったことを表しています。


　岡崎城跡全体では室町時代の形なのですが、堀や陶磁器など、義実が生きた平安末期から鎌倉時代の断片的な史料も集まりつつあります。これからの調査・発掘に期待が寄せられます。


[image: 現在の岡崎城周辺地図]




[image: 真田与一]

1155年～1180年


[image: 真田与一像]

▲与一の館跡とされる天徳寺にある像。見学は事前に天徳寺　電話：0463-58-5089・真田1-14-1に予約を。



源平合戦の名場面・石橋山


　「やあーやあー！　遠からん者は音にも聞け！　近くば寄って目にも見よ！　我（われ）こそは―」


　時代物のドラマや映画で、合戦前に敵同士が名乗りを上げることがありますね。こうして口上を述べる場面は、鎌倉時代の軍記物語「平家物語」などでも登場します。石橋山の戦いで有名な真田与一も、きっと勇猛な若武者にふさわしい口上を述べたことでしょう。


　岡崎義実の嫡男の真田与一は、頼朝と大庭景親が争った石橋山の戦いで、25歳の若さで討ち死にしてしまいます。壮絶な戦いぶりは、源平合戦の序盤の名場面です。


　平家物語の異本（物語が伝えられる過程で順序や組み方などが異なった本）といわれる「源平盛衰記」の「石橋合戦事」では、与一のいでたちを「青地の錦の直垂（ひたたれ）（鎧の下に着る服）に赤く飾った鎧（よろい）、柄から鞘（さや）まで飾りの金具に覆われた太刀」と書いています。目立つので頼朝に着替えるように言われますが、与一は「弓矢取る身の晴れの場です」と、そのまま戦場に繰り出したといいます。


　先陣を務めた与一は、俣野景久と組み合います。景久を組み伏せて喉をかき切ろうとしましたが、組み合う直前に切った敵の血が鞘さやの中で固まり、太刀が抜けなくなってしまいます。身動きが取れなくなっている間に長尾定景に襲われ、与一は命を落としたと言われています。




その死に頼朝が涙した


　与一の死は父義実はもちろん、頼朝をも悲しませました。与一の死から10年が経った文治6年（1190年）1月20日の吾妻鏡では、伊豆山神社（熱海市）・箱根神社（箱根町）と三嶋（みしま）大社（三島市）に立ち寄る二所詣に出掛けた頼朝が、伊豆山神社に向かう途中で石橋山を通過し、与一の墓前で涙を流したとされています。与一の死を思うと参詣の前に心が乱
されてしまうので、頼朝は箱根神社と三嶋大社の後に伊豆山神社に行くよう、行程を変えたそうです。



[image: 真田城跡]

真田城跡を西から写すと堀がくっきり見て取れる。右にあるのは天徳寺。




お城が好きな"城ラー"栗山学芸員の真田城解説[image: ]



　与一は父義実の岡崎城の西側・真田周辺に館を構えていました。その当時に与一がどんな館を建てていたかは、記録も発掘史料もありません。しかし、おおまかな場所としては、真田1丁目にある天徳寺が中心と伝えられてます。


　真田城が歴史的に表れてくるのは、与一の生きていた時代よりもずっと後の、室町時代～戦国時代です。1496年に伊勢宗瑞（北条早雲）と山内顕定が戦ったり、1504年には顕定と長尾能景の軍が真田要害を攻略したりといった記録が残っています。


　春期特別展では、より深く真田城の姿を探ります。発掘調査の結果浮かび上がった、堀の様子なども紹介します。



[image: 現在の真田城周辺図]







[image: 土屋宗遠足]

1128年頃～1218年頃



相模の名族として伝わる

　中村宗平の三男の土屋宗遠。平家物語の5巻「早馬」では、石橋山の合戦に加わった人物として、土屋という名前が出てきます。謡曲では石橋山で敗戦した頼朝が七騎になって逃げ延びる「七騎落」という話がありますが、宗遠はその七騎の一人です。


　宗遠は岡崎義実の次男・義清を養子としてもらい受けますが、その後に実子が生まれます。しかし、宗遠は「養子をもらう時点で嫡男は義清である」という考えを曲げませんでした。律義で筋道を通す性格が想像できますね。


　吾妻鏡の治承4年（1180年）9月20日の記述で、宗遠は甲斐国（かいのくに）（現在の山梨県）に赴いたとあります。甲斐源氏の駿河出兵を促した宗遠。甲斐源氏は頼朝の旗揚げの大きな力になっており、宗遠の交渉力がうかがわれます。


　土屋氏は相模の名族とされ、後の時代までその氏を名乗る人物が現れています。



[image: 土屋一族の墓]

土屋一族の墓をガイドツアーで訪れる人も。




お城が好きな"城ラー"栗山学芸員の土屋城解説[image: ]



　土屋城は、平安末期に土屋宗遠が館を構えて住んだのが始まりです。座禅川と金目川に挟まれた場所にあり、2つの川を自然の堀として利用していました。

　土屋城の一番のポイントは、主要な交通路の交差点にあったことです。北側の金目川沿いを進めば秦野盆地にも湘南砂丘にも行くことができ、南側を進んで七国峠を越えれば大磯丘陵にたどり着きます。これらの道は、現在でも重要な交通路として使われています。


　江戸時代に編さんされた「新編相模国風土記稿」では、土屋宗遠の城館が宗憲寺にあったという伝承はあるものの、すでに遺形と覚しき所はない、と記しています。当時を知るための手がかりは少ないのですが、現在土屋一族の墓と伝えられている石塔（前写真）がある谷が、ゆかりの地だといわれています。



[image: 現在の土屋城周辺図]





[image: 博物館春期特別展平塚と相模の城館]

3月17日（土）～5月6日（日）



　「城館」をキーワードに、考古学の視点から平塚と相模の中世を読み解きます。2ページで紹介したあぶみのほか、初公開の史料も展示します。


◆関連行事　①平塚の遺跡を歩く「岡崎城と真田城」　3月24日（土）午前10時～午後3時。岡崎～真田地区。25人（抽選）。


募：往復はがきで、住所・氏名・電話番号を3月15日（木）までに博物館へ。②講演会「真田城の発掘調査」　3月25日（日）午後2時～3時30分。講堂。






応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　3月5日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]





お知らせ


不動産公売


　市税滞納整理のために差し押さえた不動産を公売します。詳細は市税総務課に問い合わせてください。

　3月14日（水）午後2時。青少年会館。


問：市税総務課　電話：0463-21-8769



森林の所有者届け出制度が4月からスタートします


　森林法改正により、森林の土地の所有者となった方には、市町村長への事後届け出が4月から義務付けられます。個人・法人を問わず、売買や相続などにより森林の土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届け出をしなければなりません。土地の所有者となった日から90日以内に、取得した土地のある市町村長に届け出をしてください。


　届け出書には、届け出者と前所有者の住所・氏名、所有者となった年月日、所有権移転の原因、土地の所在場所・面積とともに、土地の用途などを記載します。


問：農水産課　電話：0463-35-8103・県森林再生課　電話：045-210-4339



建築物の立地基準を一部変更


　開発審査会提案基準18（既存宅地）を一部改正し、市街化調整区域に建築できる建築物の立地基準を4月1日から一部変更します。


　昭和45年6月10日以前に、建築物を建てる目的で農地転用許可を受けた土地と、建築基準法に基づく道路位置指定の申請をして造成した土地は、改正後、建築物を建築した土地である必要があります。


　改正の詳細や経過措置などは、開発指導課や公民館、市ウェブでご覧いただけます。


問：開発指導課　電話：0463-21-8789



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。詳細は市のウェブで確認できます。


譲ります　子ども用木馬・ベビーベッド・自転車の補助いすなど。


譲ってください　チャイルドシート・双子用ベビーカーなど。


問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。


　3月18日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。


問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



相模人形芝居普及巡回公演


　市内の前鳥座（さきとりざ）（をはじめ、県内5座が「相模人形芝居」を披露します。


　3月11日（日）正午開演。杜（もり）のホールはしもと（相模原市緑区橋本3-28-1）。800円。


問：社会教育課　電話：0463-35-8124



盲人教育の先駆者・秋山博資料展


　盲人教育の先駆者であり、平塚盲学校の創始者として知られる秋山博を写真パネルなどで紹介します。


　3月15日（木）～20日（祝）、午前9時～午後10時。金目公民館（南金目966）。午前10時・午後1時・3時に、ビデオを上映します。


問：社会教育課　電話：0463-35-8124・金目公民館　電話：0463-58-0101






防火の備えしっかりと

春季全国火災予防運動　3月1日（木）～7日（水）



　空気が乾燥し風も吹き、大きな火災になりやすい時季です。火の取り扱いには十分に注意してください。


　火災予防運動に合わせ、市消防本部では3月3日（土）に防火キャンペーンを実施します。湘南ひらつか織り姫に一日消防署長を委嘱し、火災予防を呼び掛けます。


午後1時30分　駅ビル平塚ラスカ（宝町1-1）の特別査察


午後2時45分　ヨークタウン北金目（北金目1-6-1）


午後3時45分　カルサ平塚田村（田村3-5-1）


　全ての住宅に住宅用火災警報器を設置するように法律（条例）で義務付けられています。安全のために住宅用火災警報器を設置しましょう。


問：予防課　電話：0463-21-9728



[image: 市消防本部]




健康と福祉


子宮頸（けい）がんなどのワクチン助成


　子宮頸がん予防やヒブ・小児用肺炎球菌のワクチン接種の公費助成を平成24年度も実施する予定です。詳細は市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



旭北地区に町内福祉村が開村


　町内福祉村は、地域にお住まいの方が中心となって、お困り事のちょっとした手伝いや相談、茶話会などのサロン活動など、地域での支えあいを行う地域福祉の拠点です。旭北地区町内福祉村は市内で12番目の開設となります。


　旭北地区（公所・根坂間・河内・徳延・纒・日向岡1～2丁目）。公所868（西部福祉会館内）。電話：0463-59-2090。3月24日（土）開村。月・火・木・金曜日、午前10時～午後3時。


　各町内福祉村で、運営や支援活動のボランティアを募集しています。詳細は各町内福祉村にお問い合わせください。


問：福祉総務課　電話：内線2560



社会福祉協議会正規職員の募集


　社会福祉士1人（選考）。相談援助・地域福祉活動支援・ボランティアセンター運営など。


　次の全てを満たす方①大学を卒業②社会福祉士の資格がある③パソコンの基本操作ができる④昭和51年4月2日以降に生まれている。


　試験は4月1日（日）。平塚栗原ホーム（立野町31-20）。


募：福祉会館や公民館などにある受験申込書を直接、日曜日・祝日を除く3月15日（木）～22日（木）、午前8時30分～午後5時に福祉会館1階の社会福祉協議会　電話：0463-33-2333へ。



地域包括支援センター運営協議会の委員を募集


　地域包括支援センターの運営などを審議します。


　次の全てを満たす方①市内に1年以上住んでいる②4月1日現在で40～75歳③市のほかの付属機関の委員などではない④平日の会議に出席できる。


　40～64歳2人・65～75歳2人、（選考）。任期は4月1日から2年間。


募：郵送・メールまたは本人が直接、南附属庁舎2階の高齢福祉課　電話：0463-21-8778　メール：kourei@や公民館にある応募用紙と応募動機（原稿用紙1枚程度）を、3月30日（金）までに、同課へ。



県障がい者スポーツ大会に出場しませんか


　①ボウリング・アーチェリー。4月8日（日）。湘南とうきゅうボウル②陸上（知的障がい者）。5月13日（日）。県立体育センター③陸上（身体障がい者）。5月20日（日）。県立体育センター④卓球・サウンドテーブルテニス。6月10日（日）。県立体育センター⑤フライングディスク。6月24日（日）。海老名市役所西側催事広場⑥水泳。7月1日（日）。さがみはらグリーンプール。


募：①は3月14日（水）②③は28日（水）④は5月2日（水）⑤は23日（水）⑥は30日（水）までに障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。



健康ウオーキング　潮風とうるおいロードを歩こう


　前鳥（さきとり）神社（次写真）や潮風とうるおいロードなどを巡ります。


　3月30日（金）午前9時30分～ 午後0時30分。当日午前7時頃のＮＨＫの天気予報で、横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は31日（土）に延期。31日も50パーセント以上の場合は中止。7キロメートル。保健センター集合・解散。飲み物・タオル・帽子、お持ちの方は歩数計。動きやすい服装でお越しください。


問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: さきとり神社]


精神家族教室


　うつ病について、家族同士で話し合う機会です。


　3月21日（水）午後2時～4時。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。うつ病と診断され、現在、治療中の方の家族。


募：平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130






募集


市民病院の非常勤職員


　①看護師、若干名②看護補助員、若干名③放射線科補助員、1人。


　応募方法などの詳細は、市民病院ウェブで確認してください。


募：病院総務課　電話：0463-32-0015



市長と語ろう！　ほっとミーティング


　24年度は「あなたの地域のまちづくり」がテーマです。


①岡崎地区　4月11日（水）午後7時～9時。岡崎公民館（岡崎3634）。


②田村地区　4月21日（土）午後1時30分～3時30分。神田公民館（田村3-12-5）。各20人（抽選）。②は1歳以上の未就学児の保育（4人まで）があります。


募：電話・ファクス・メールで、必要事項・希望日（②は保育の有無も）を、3月29日（木）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：0120-704589　メール：jousou@へ。



文化サロンの利用団体


　市内で活動する10人以上の教養・芸術・生活文化サークルは市民センター2階の文化サロン3室を利用できます。10月～平成25年3月分を受け付けます。


　①午前9時～午後0時30分は1回1300円②午後1時～5時は1回1500円③午後5時30分～9時30分は1回1800円。


募：3月13日（火）～23日（金）に文化・交流課　電話：0463-32-2235へ。19日（月）・21日（水）は休館です。



社会教育委員


　次の全てを満たす方①市内に1年以上住んでいる②6月1日現在で18～75歳（高校生を除く）③市のほかの付属機関の委員などではない④地域活動の経験者で、社会教育に関心や知識がある⑤平日に開催する審議会に出席できる。


　2人（選考）。任期は6月1日から2年間。


募：郵送・ファクス・メールまたは本人が直接、豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@や公民館などにある申込書を、4月3日（火）までに、同課へ。申込書は、市ウェブからダウンロードできます。



サポートファーマー


　4月4日～平成25年2月20日の水曜日、午後1時30分。研修農場（南金目1933-1）など。市内在住で、研修農場に通え、除草など農場管理が日常的にでき、将来、農業者の手伝いができる方16人（抽選）。鎌などの農機具や軍手など。8000円。


　オリエンテーションは3月21日（水）午後1時30分～3時。吉沢公民館（上吉沢395）。


募：3月2日（金）～19日（月）に本人が直接、豊原分庁舎2号館2階の農水産課　電話：0463-35-8102へ。
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競輪場売店の出店者


　飲食売店2店舗（選考）。4月～平成25年3月の競輪開催期間。


　次の全てを満たす方①市内に1年以上住んでいる②調理師・ふぐ包丁師・食品衛生責任者のいずれかの資格がある③売店と同じ業務を市内で1年以上営業していて、生計を維持している④市税などに滞納がない。


募：3月8日（木）までに競輪場（久領堤5-1）の事業課　電話：0463-21-3935で配る申込書を、12日（月）午後3時までに直接、同課へ。



産業力パワーアップ講演会


　自社の魅力を生かしたチャレンジの大切さをお話しします。


　3月22日（木）午後6時～9時。平塚商工会議所（松風町2-10）。市内の農商工漁観光業者100人（先着順）。


募：ファクス・メールで、必要事項を、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759　メール：sangyo-s@へ。



布ぞうり作り教室


　3月16日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16 人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。


募：往復はがきで、必要事項を、3月9日（金）までに〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



就労支援相談


　3月28日（水）午後1時・2時・3時・4時・5時からの5回、各50分。勤労会館。市内在住・在勤・在学の方5人（先着順）。就職活動中の学生からの相談も受け付けます。

募：産業振興課　電話：0463-21-9758



親子消費者教室


　プリンとゼリーを作り、食品表示の大切さなどを学びます。


　3月17日（土）午前10時～正午。中央公民館。親子で参加できる方30人（先着順）。エプロン・布巾。

募：市民情報・相談課　電話：0463-20-5775



湘南ひらつかシロギス沖釣り大会


　4月7日（土）午前7時30分出船。平塚沖。荒天の場合は5月12日（土）に延期。高校生以上の方240人（先着順）。6000円。


募：庄三郎丸　電話：0463-21-1012・豊漁丸　電話：0463-22-5956・浅八丸　電話：0463-21-0904・庄治郎丸　電話：0463-21-1312



親子でどうぞ！　花とのふれあいツアー


　3月30日（金）午前10時～午後1時。市内の花農家で「ナデシコ」収穫体験など。小学生以上のお子さんとその保護者10組（先着順）。1組2人で1000円。


募：農水産課　電話：0463-35-8103



ガイドと巡る平塚の文化資源


　南金目・片岡の史跡コース。3月25日（日）午前9時～11時30分。3・2キロメートル。当日午前の横浜の降水確率が60％以上の場合、4月1日（日）に延期。神奈中金目駅バス停に集合。300円。中学生以下は無料。


募：はがきで、コース名・必要事項を、3月18日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



春の「須賀さんぽ」


　3月17日（土）午前9時～午後3時30分、荒天の場合は24日（土）に延期。釣り宿の庄治郎丸（千石河岸57-16）集合。市内在住で小学生以上の方30人（先着順）。


募：商業観光課　電話：0463-35-8107



幼児2人同乗用自転車を無料で貸し出します


　15 台（抽選）。貸出期間は10月15日まで。4月1日現在で次の全てを満たす方①市内在住で1歳以上6歳未満の幼児2人以上を育てている②自転車の駐輪場所を確保できる③市税を滞納していない。


　返却の際、市指定の自転車店で利用者負担の点検修理などが必要です。①幼児用ヘルメットの着用②自転車を破損した場合は修繕費用を負担③自転車安全運転講習会の受講などの条件もあります。


募：次の3点を郵送または直接、3月19日（月）までに西附属庁舎2階のくらし安全課　電話：0463-21-9840へ。①利用申込書。市ウェブからダウンロードできます②申込者の住所・氏
名・生年月日を確認できる免許証などの写し③幼児の氏名・生年月日を確認できる保険証などの写し。
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小児科


　小児科医5人体制で、午前は一般の外来、午後は予防接種、乳児健診や各種の専門外来を診療しています。入院診療では担当医の回診のほか、平日は毎日夕方に全員で回診し治療方針を
検討しています。特殊な疾患では専門施設に紹介することもありますが、できる限り当院で対応し市内で完結できるよう心掛けています。


　新生児医療では、市内さらには神奈川県の周産期救急に対応できるような体制を作り、妊娠30週以降、出生時の体重が1,000グラム以上の新生児はできるかぎり受け入れるよう努力しています。しかし、小児科医不足のため新生児医療から撤退する病院も多く、県全域からの搬送依頼も増加しているのが現状です。このため、満床で市内からの受け入れができないことも多く検討が必要と考えています。小児の救急は、一次救急を休日・夜間急患診療所で、入院・検査などが必要な二次救急を病院が担当しています。しかし、当直翌日も通常の勤務があり当院のみでは365日対応することが難しく平塚共済病院・東海大学大磯病院を含めた3病院の輪番制で二次救急に当たっています。


❖市民病院　電話：0463-32-0015
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新生児の集中医療風景





スポーツ


平塚球場などの技術員を募集


　平塚球場やShonanBMWスタジアム平塚（平塚競技場）で野球やサッカーの試合を手伝います。実技研修を受講後、登録されます。


　①スコアボード点字員（得点操作・選手名の入力など）②放送員（野球場のアナウンス）。市内在住・在勤・在学で高校生以上の方、各5～6人。


募：3月1日（木）～11日（日）に総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



ShonanBMWスタジアム平塚の年度会員を募集


　年間を通じて、指定時間内に陸上競技の練習ができます。ロッカーやシャワー、練習用器具が使えます。


　有効期間は4月1日～平成25年3月31日。一般3000円、小学生～高校生2000円。


募：使用料（中学生・高校生は学生証も）を、3月21日（水）から総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



スポーツ教室


　会場は①が総合公園テニスコート、②～⑰は総合体育館、⑱はひらつかアリーナ。抽選。


①テニススクール　4月4日～6月22日の水・木・金曜日、週1回、全11回。各15人。運動のできる服装・テニスコート用シューズ・ラケット。


　デイ（Ａ・Ｂ）1万6000円、ジュニア（Ｊ）1万3000円、ナイター（Ｎ）1万9000円。Ｊ1は小学校1・2年生、Ｊ2は小学校3・4年生、Ｊ3は小学校5・6年生と中学生。


②フィットネス　4月3日～6月21日の火・木曜日、コース1は午前9時25分～10時55分・コース2は午前11時5分～午後0時35分、全16回。初めての方は65
歳まで、各250人。4500円。


③真向（まっこう）こう法体操　4月7日～6月23日の土曜日、午前9時20分～10時50分、全9回。50人。5000円。


④さわやかエアロビクス　4月7日～6月23日の土曜日、午前9時30分～11時、全8回。初めての方は65歳まで、100人。3000円。



⑤火曜ストレッチ体操　4月10日～6月19日の火曜日、午後1時30分～2時45分、全10回。40歳以上の方120人。4000円。


⑥ゆっくりエアロビクス　4月11日～6月13日の水曜日、コース1は午前9時30分～11時・コース2は午後1時30分～3時、全8回。初めての方は65歳まで、各100人。3000円。


⑦水曜ストレッチ体操　4月11日～6月20日の水曜日、午前11時10分～午後0時25分、全10回。40歳以上の方120人。4000円。


⑧すっきり・のびのび体操　4月11日～6月6日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全8回。50 人。2500円。


⑨アクアビクス　4月12日～5月24日の木曜日、午前10時30分～11時30分、全6回。45人。4000円。


⑩金曜ストレッチ体操　4月13日～6月22日の金曜日、午後1時30分～2時45分、全10回。40歳以上の方120人。4000円。


⑪すっきりエアロビクス　4月13日～7月20日の金曜日、午後6時20分～7時20分、全12回。60人。5000円。


⑫パワーヨガ　4月13日～7月20日の金曜日、午後7時35分～8時35分、全12回。80人。5000円。


⑬ウイークエンド・ヨガ　4月14日～6月23日の土曜日、午前11時10分～午後0時40分、全8回。90人。3000円。


⑭ジュニア新体操　4月17日～平成25年2月19日の火曜日、コース1は午後5時～6時・コース2は午後6時～7時、全32回。コース1は小学校1～3年生、コース2は小学校4～6年生と中学生、各20人。前期16回分8000円。


⑮水曜太極拳　4月8日～7月4日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全12回。70人。5500円。


⑯はつらつ水中体操　4月18日～5月30日の水曜日、コース1は午前10時15分～11時・コース2は午前11時15分～正午、全6回。各60人。2500円。


⑰金曜太極拳　4月20日～7月13日の金曜日、午後7時10分～8時40分、全12 回。50人。5500円。


⑱バドミントン　4月17日～7月10日の火曜日、午前9時30分～正午、全9回。60人。4000円。

募：はがきで、A教室名（コース）・必要事項・年齢を、3月15 日（木）までに〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。



[image: スポーツ教室にって]



イースタン・リーグ公式戦


　横浜ＤｅＮＡベイスターズ-東京ヤクルトスワローズ。3月22日（木）午後1時試合開始。平塚球場。当日券を試合開始2時間前から発売。大人1000円、高校生・中学生500円。小学生300円。


問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233






[image: ]



　びわ青少年の家（土屋2710-1）で作物の収穫体験や工作、野外炊事をしませんか。4月～平成25年2月に9回程度活動する予定です。

　年間を通じて活動できる、市内在住・在学の小学校4年生～中学生（4月1日現在）。30人（抽選・初めての方優先）。1,500円。個別に費用が掛かる場合もあります。

募：3月2日（金）～15 日（木）にびわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。



[image: 野外炊事の様子]
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市民相談


市民相談室

市：本庁舎1階　電話：0463-21-8764




◇一般市民

毎週月～金曜日、8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水曜日、木曜日、午後1時～4時




◇行政

　3月5日（月）、4月2日（月）午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

3月13日（火）・27日（火）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

3月2日（金）、4月6日（金）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

3月13日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

3月9日（金）午後1時～4時




◇不動産

3月16日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

3月26日（月）午後1時～4時




◇許認可各種届出

3月23日（金）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／中国語：第2・4木曜日、いずれも9時～正午・午後1時～4時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





療育相談室

福祉事業センター　電話・FAX：0463-32-2738




◇子どもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前10時～午後3時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830（ミミでナヤミナシ）　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

3月13日（火）、4月10日（火）、午後1時～4時。




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（生活習慣病の予防や食事・運動による病状改善相談。予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

金曜日、午前9時～午後0時30分



◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

3月13日（火）午前9時30分～正午





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172




◇来所

3月6日（火）午後1時～4時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






ヒラツカルチャー


中央図書館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-31-0415　FAX：31-9984


休館日　5・12・19・26日



■中央図書館　3月の特集展示


　こころと命のサポートのための本。4月12日（木）まで。2階貸出室。




■映画会


　日曜日午後2時。中央図書館3階ホール。3月4日〔こども映画会〕鉄腕アトム、緑の猫（アニメ）。11日〔こども映画会〕三人の騎士（アニメ）。18日〔一般映画会〕百万長者と結婚す
る方法（実写）。25日〔こども映画会〕リトルモンスター1（アニメ）。




■ブックスタート


　市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。


　3月の中央図書館のブックスタートは、図書館開館日の午後1時30分～3時にこども室で随時開催し、予約は不要です。


　そのほかは要申し込み。①3月14日（水）金田公民館②4月11日（水）西図書館③22日（日）中央図書館、午前10時～11時30分に開催します。


募：電話で中央図書館へ。




■西図書館が休館


　特別整理期間のため、3月1日（木）～7日（水）は休館します。




■南図書館が臨時休館


　消毒のため、3月11日（日）は臨時休館します。









博物館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-33-5111　FAX：31-3949


休館日 5・12・19・26日



■プラネタリウム


★プラネタリウム番組「アクアマリン的星空の旅」


　星空を歌うアーティスト・アクアマリンの曲とともに心の星空を巡りませんか。


　4月8日（日）までの土・日曜日と3月28日（水）・29日（木）・4月4日（水）、午前11時と午後2時。200円。1歳未満の方と65歳以上の方は無料。


★雑貨団プラネタリウム公演「u（ユー）」


　演劇や音楽とプラネタリウムが一体となるステージをご覧ください。


　3月30日（金）午後2時30分と6時30分。各60人（先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。


募：3月7日（水）午前9時から電話で博物館へ。




■星を見る会「水星・金星・火星・木星」


　めったに見ることのできない水星など、4つの惑星を観察します。


　雨天曇天中止。3月2日（金）午後6時～8時。博物館科学教室・屋上。




■寄贈品コーナー「日食・月食・星食」


　今年5月に見られる金環日食をはじめ、天文現象の中でも「食」に注目して紹介します。


　3月29日（木）まで。




■ろばたばなし


　いろりばたで昔話を語ります。


　3月18日（日）午後1時20分と3時。展示室1階「相模の家」。




■第4回ひらつか囃は やし子 太鼓フェスティバル


　平塚市の田村ばやし保存会や八幡囃子太鼓保存会など、市内外の9団体が祭囃子を演奏します。


　3月17日（土）午後1時～4時30分。中央公民館大ホール。










美術館


〒254-0073西八幡1-3-3


電話：0463-35-2111　FAX：35-2741


休館日 3月31日まで



■空調の改修工事のため全館休館


　3月31日まで全館休館します。期間中はレストランや市民アートギャラリーなども利用できません。


　【休館中のお問い合わせ】毎週火曜日～土曜日、午前8時30分～午後5時15分。【4月以降の市民アートギャラリー・ミュージアムホール・アトリエの利用申し込み】毎週火曜日～土曜日、午前9時30分～午後5時。


問：美術館　電話：0463-35-2111








文化スポーツまちづくり振興財団


〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内）


電話：0463-32‒2237（文化事業課）



■ひらつか市民合唱祭


　3月11日（日）